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ఱຒΧηοτܕɺణԼਁಁؾԽࣜ加湿器

・本੡඼はڅਫ૷ஔのੑ能ج४ద合඼（ୈऀࡾೝূ඼ɿ（一ࡒ）電҆ؾશڀݚڥ؀ॴ）で、ਫಓ؅΁の௚接࿈結が可能です。

ೝূについてऀࡾਫ૷ஔのୈڅ
ਫಓ๏ୈ 16 ৚にͮجくڅਫ૷ஔのߏ଄ٴͼ࣭ࡐのج४にؔするল令にରし、څਫ器۩౳のೝূؔػで͋る一ൠஂࡒ๏ਓ 電҆ؾશݚڥ؀
場の඼࣭؅ཧ体制౳の޻࢈४΁のద合֬ೝおよͼੜج能、ෛ圧ഁյੑ能などのੑ能ੑࢭ๷ྲྀٯ、քੑ能ݶॴ（J&5）で଱圧ੑ能、ਫܸڀ
֬ೝをߦってೝূをऔಘし、加湿器本体໏൘にೝূϚーΫを表ࣔしています。

΋く͡

⿟ ͜のたͼは΢ΤットϚスターణ下ਁಁؾԽࣜ加湿器を͝࠾
用いただき、ま͜とに͋りがと͏͟͝います。

⿟ ͜の޻ࢪ要ྖॻには、҆શについての஫ҙ߲ࣄをࡌهして
います。͜の੡඼のੑ能・ػ能をे෼にൃشさせ、また、
҆શを֬อするたΊに、作ۀのલに必ずおಡみいただき、
ਖ਼しい޻ࢪをߦってください。

⿟ を͝参照くだ「設定要ྖॻ」࡭はผۀの各छ設定作ޙ޻ࢪ
さい。

⿟ を͝参照「要ྖॻۀ運転作ࢼ」࡭はผۀ運転作ࢼのޙ޻ࢪ
ください。

7$+��00 ͱ 7$+��00" ͸ߏ଄ɺ੍ ҟͳΔͨΊɺ͕ޚ
஍Ͱͷม更ɾ੾Γସ͑͸Ͱ͖·ͤΜɻݱ

施工要領書

け޲༷ऀۀ޻ࢪ
ణ下ਁಁؾԽࣜ　てんまい加湿器 VCJ タイプ　޻ࢪ要ྖॻ

҆શのͨΊʹඞͣकる͜ͱʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1��
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必ず守る

製品の大きさ、重さに注意する
取付には製品を支持する揚重機等を使用し、作業者の危険を
防止するための措置を講じてください。

必ず守る

工事部材は付属品および指定の部材を
使用する
寸法や材質等の適合しない部材を使用すると、落下・水もれ・
感電・火災などの原因になります。

必ず守る

取付工事は、専門業者に依頼する
取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の
原因になります。

必ず守る

取付工事は製品添付の説明書類に従って
確実に行う
取付工事に不備があると、水もれや感電、火災等の事故の
原因になります。

必ず守る

高所作業時の安全を確保する
高さが２メートル以上の箇所で作業を行うときは、適正な
足場を確保し安全帯を使用する等、墜落による作業者の
危険を防止するための措置を講じてください。

必ず守る

取付は、質量に十分耐える所に確実に行う
強度が不足している場合は、落下や転倒等による事故の
原因になります。

必ず守る

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、
「電気設備に関する技術基準」「内線規定」
および製品添付の説明書類に従って施工する
電源回路要領不足や取付不備があると感電・火災の原因にな
ります。

必ず守る

電気配線は所定のケーブルを使用して確実に
接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わら
ないように確実に固定する
接続や固定が不完全な場合は、発煙、火災の原因になります。

定格電圧、制御容量範囲内で使用する
誤った電源で使用すると感電・火災などの原因になります。必ず守る

電気・電子機器等、濡れて困る物の上に
加湿器を設置しない
漏電火災や事故の原因になります。絶対しない

必ず守る

作業時は、けが防止のため保護用手袋を
着用してください
やけど・けがの原因になります。

必ず守る

活線作業を行う際は、絶縁用保護具を着用
するか、活線作業用器具を使用する
適切な保護具、器具を使用しない場合、感電の原因になります。

必ず守る

加湿器元電源には、必ず加湿器専用の
漏電ブレーカを取り付ける
漏電ブレーカが取り付けられていないと、感電の原因になります。

運転中および運転停止直後の電気部品に
素手で触らない
やけど・感電の原因になります。接触禁止

濡れた手で電気部品に触ったり、
スイッチ・ボタンを操作しない
感電・事故・発煙・火災の原因になります。濡手禁止

加湿器本体・リモコンスイッチに
水、液体をかけないこと
ショート・漏電・感電・事故・発煙・火災の原因になります。水濡禁止

改造はしない
故障や水もれ・感電・火災の原因になります。絶対しない

必ず守る

アース接続（D 種接地工事）を必ず行う
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しな
いでください。アースが不完全な場合は、感電の原因になります。

҆શͷͨΊʹඞͣकΔ͜ͱ

警告

・この「安全のために必ず守ること」をよくお読みの上、取り扱ってください。
・ここに記載した注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守ってください。
・誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

・図記号の意味は以下のとおりです。

必ず守る 絶対しない 触らない 濡手禁止
絶対に濡れた手で触らない

水濡禁止
絶対に水に濡らさない

誤った取り扱いをしたときに、使用者が軽傷を負う可能性や物的損害の発生に結びつくもの注意

誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡、重症を負う可能性があるもの警告
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必ず守る

上水道直結の配管工事は、当該自治体（水道
事業管理者）の認定水道工事業者が施工する
正しい施工がされない場合、水もれや、水質悪化の原因にな
ります。

必ず守る

凍結の恐れがある地域では、必ず凍結防止工事
を行う
配管・減圧弁などが破裂し、水もれの原因になります。

必ず守る

給排水配管は、本書にしたがって確実に給水・
排水するように配管し、結露が生じないよう
断熱する
配管工事に不備があると水もれの原因になります。

必ず守る

製品の運搬は十分注意して行う
原則二人以上で行ってください。ケガや落下による破損の
原因になります。

移動できないものの上に加湿器を設置しない
後々のメンテナンスができなくなる恐れがあります。絶対しない

必ず守る

水道法、消防法等に規制される部材の取扱につ
いては、専門業者に依頼する
正しい取り扱いがされない場合、法令違反になることがあり
ます。

必ず守る

給水の水質は、水道法に定められた水道法水質
基準に適合した飲料水を使用する（上水道の使
用を推奨）
水質が不適当な場合は、室内空気の汚れの原因になります。

注意
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߲ࣄલͷ֬ೝ޻ࢪ�
����ࠝแ಺༰ʢ෇ଐ඼ʣͷ֬ೝ
⿟ඪ४඼のࠝแ内容（付ଐ඼）は以下のとおりです。։෧ޙは௚ちに内容を֬ೝしてください。

ࠝแ಺༰ � 部品名称 ͳͲ༷࢓ ঢ়ܗ 数ݸ

" ຊମࠝแ

①加湿器本体
VCJ2200 または VCJ2200A

υϨンഉਫ用ϙンプ内蔵
（VCJ2200A はヒューミディス
タット内蔵）

1 台

ਫೈಔ؅څ②
0.4 ̼　リングδϣイントࣜ、
அ೤ࡐඃ෴付

1 本

ᶅリングδϣイント用அ೤ࡐ 定όンυݻ 2 本付 2 ຕ

ᶆڅਫ接続ܧख R1�2 1 ヶ

ᶇഉਫϗース
ԘϏ　П20 ×П15
200mm　ϗースόンυ 2 ヶ付

1 本

ᶈഉਫܧख R1�2 ×П16 ϗースޱ 1 ヶ

ᶉઆ໌ॻྨ※ 、要ྖॻ、設定要ྖॻ޻ࢪ
要ྖॻۀ運転作ࢼ

各 1 ࡭

※औѻઆ໌ॻはڥ؀ෛ荷ܰݮを໨తに、੡඼には同ࠝしておりません。WFC αイトよりμ΢ンローυまたはฐࣾѼ͝੥ٻください。

# ԽহグϦルࠝแ

ᶊԽহグリル
グリルύωルおよͼグリル࿮
औ付Ϗス（M4 × 50、4 έ）

１ࣜ

$ ϦϞコϯεΠονࠝแ

ᶋリモコンスイッチ ॳظ設定操作આ໌ॻ同ࠝ

ඪ४リモコンスイッチ またはヒューミ付リモコン

1 ヶ
WM-HRM101
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͍ͯͭʹݶ৔ॴͷ制༺࢖����
⿟ణ下ਁಁؾԽࣜ加湿器は、下هのよ͏なݱ場では使用できない͜とが͋りますので、ࣄલに౰ࣾѼお໰い合わせください。

ˎ௨ؾ、設ஔ場ॴに෗৯ੑΨスが༧૝さΕる場合
ˎਥ๪、৯඼޻場ͦのଞ、௨ؾにԘ෼΍ΦイルミストをؚΉおͦΕの͋る場合
にۚଐ੡のਖᆍをؚΉおͦΕの͋る場合ؾ場など、௨޻ցػˎ
ˎපӃなどのಛघۭௐ

৚݅ͷ֬ೝ༺࢖����
⿟下هの使用৚݅などをຬ଍している͜とを֬ೝしてください。

ఆ֨ిݯ AC100V（50�60H[ （用ڞ

ຊମपғԹ࣪౓ 5 ʙ 40ˆ（ౚ結しない͜と）、80ˋ RH 以下

Թ౓ؾۭࠐٵ 5 ʙ 40ˆ（ఱҪ内本体पғԹ度とのࠩは 10ˆ以内の͜と）

ਫਫ࣭څ ਫಓ๏ਫ࣭ج४に४ずるҿྉਫ（下ه参照）

ਫѹ力څ 0.05 ʙ 0.5M1B

ਫԹ౓څ 5 ʙ 30ˆ

͍ͯͭʹਫਫ࣭څ����
⿟څਫͷਫ࣭͸ɺඞͣਫಓ๏ʹఆΊΒΕͨਫಓ๏ਫ࣭ج४ʹద߹ͨ͠ҿྉਫΛ͝࢖༻ͩ͘͞ ʢ্͍ਫಓͷ࢖༻Λਪ঑͠·͢ʣɻ

ຊମ಺ଂͷドϨϯഉਫ༻ϙϯプ͸Ϩϕルηϯαʢిۃϐϯʣʹ ΑΓਫҐΛݕ஌͢ΔͨΊɺ७ਫ͸࢖༻Ͱ͖·ͤΜɻ
·ͨɺೈਫثΛ࢖༻͢Δͱೈ࣭ͷεέール͕ੳग़͠ɺඈ͢ࢄΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺೈਫΛ͠څڙͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

加湿モδュールは、使用によってԚΕがଯੵするたΊ、加湿能力およͼ加湿によるؾԽྫྷ٫ޮՌがঃʑに௿下します。
以下の点に͝஫ҙください。

ˎԚΕの量は、ਫ࣭΍運転ڥ؀の༷ʑな要Ҽによって変Խしますので定ظతにࢹ؂し、ԚΕの࣭΍量にԠ͡たચড়ํ๏、ચড়αイΫル
を定Ίてください。ਫಓ๏ਫ࣭ج४に४͡ている場合で΋、શߗ度、γリΧ੒෼量などがଟけΕ͹、ͦ ΕだけԚΕ΍スέール੒෼の
ੳ出量΋ଟくなる可能ੑが͋ります。
参ߟとして、（一ࣾ）೔本ྫྷౚۭௐۀ޻ձඪ४֨نでは「ྫྷౚۭௐػ器用ྫྷ٫ਫਫ࣭ج४（JRA-(-02-1994）」において、ྫྷ ٫ਫの
४は、QH（25ˆ）ɿ6.8جを༩͑る߲໨とڹにӨ޲܏ਫのਫ࣭についてスέールのڅิ ʙ 8.0、ಋ電཰（25ˆ）ɿ30m4�m 以下、
ফඅ量（QH4.8）ɿ50mHCBC0ࢎ ３�Ὑ以下、શߗ度ɿ70mHCBC0 ３�Ὑ以下、Χルγ΢Ϝߗ度ɿ50mHCBC0 ３�Ὑ以下、イΦンঢ়
γリΧೱ度ɿ30mH4J0 ２�Ὑ以下とさΕています。
ただし、上جه४をຬたしたਫで΋、஍下ਫ・Ҫށਫ・஍下ਫをར用したઐ用ਫಓ・ۀ޻用ਫをར用したਫの使用では、ͦ のؚ༗੒
෼のӨڹでૣظのスέールൃੜ΍スέールඈࢄがੜ͡る場合が͋りますので͝஫ҙください。
また、ೈਫ器ॲཧਫおよͼೈਫ器ॲཧਫと஍下ਫ・Ҫށਫ・஍下ਫをར用したઐ用ਫಓ・ۀ޻用ਫとのࠞ合ਫは使用しないでくだ
さい。ೈ࣭のスέールがੳ出し、ඈࢄする͜とが͋ります。
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����制御グループύλーϯͷ֬ೝ

注意
事前に計画された制御方法・設置場所に設置する
�事前に計画された制御方法・設置場所に設置されない場合、正常な湿度検知ができないことがあります。

⿟本ॻは下هにࣔす 4 छྨのグループ制御ύターンをඪ४とし、ඪ४制御する場合のઆ໌をࡌهしています。
⿟ヒューミディスタット内蔵ܕ VCJ2200A は、グループ制御、加湿制御をࡍ͏ߦに設ஔ上の制໿が͋ります。
⿟下هのඪ४制御ύターンに合கしないグループ制御を͏ߦ場合は௥加でผ్設定౳が必要となりますので、࣍ทのϑローチϟートで

。૷ύターンを֬ೝしてくださいܭ

ඪ४グループ制御ᶃ ඪ४グループ制御ᶄ

)4

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200A

ώϡーϛ෇ϦϞコϯ
ͲͪΒ͔Λબ୒

ඪ४ϦϞコϯεΠον

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200A

)4

Ճ࣪ث ϦϞコϯ Ճ࣪ث ϦϞコϯ
・VCJ2200（ෳ数台）
・VCJ2200A（1 台） ・ヒューミ付リモコン

・VCJ2200（ෳ数台）
・VCJ2200A（1 台）

・ඪ४リモコンスイッチ

⿟湿度検知
VCJ2200A に内蔵のヒューミディスタット、΋しくは
ヒューミ付リモコンに内蔵のヒューミディスタットの
どちらかを選択可

⿟湿度検知
VCJ2200A に内蔵のヒューミディスタットで
湿度検知を͏ߦ

ඪ४グループ制御ᶅ ඪ४グループ制御ᶆ

Ճ࣪ث ϦϞコϯ Ճ࣪ث ϦϞコϯ

・VCJ2200（ෳ数台） ・ヒューミ付リモコン ・VCJ2200（ෳ数台） ・ඪ४リモコンスイッチ

⿟湿度検知
ヒューミ付リモコンに内蔵のヒューミディスタットで
湿度検知を͏ߦ

⿟湿度検知
٬ઌ͝用ҙのヒューミディスタットで湿度検知を͏ߦ

ώϡーϛ෇ϦϞコϯ

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200

ඪ४ϦϞコϯεΠον

٬ઌ͝༻ҙͷώϡーϛσΟελοτ)4

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200
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⿟下هϑローチϟートにԊって֘౰するܭ૷ύターンを֬ೝしてください。
⿟1.5 。が必要ですۀの「ඪ४グループ制御」以外の場合、ผ్設定作ࡌه
⿟設定作ۀのৄࡉについては、ผ࡭の設定要ྖॻを参照してください。
※以下本߲ではヒューミディスタット（湿度ௐઅ器）をヒューミまたは H4 とࡌهします。

٬ઌ͝༻ҙͷ֎෦ώϡʔϛΛ઀ଓ͢ΔՃ࣪ثຊମ͸VCJ����"ɺVCJ����ͷͲͪΒͰ͔͢ʁ

VCJ2200A VCJ2200AVCJ2200A VCJ2200A

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200 VCJ2200

ෳ数台

ෳ数台

ヒューミ付リモコンヒューミ付リモコンヒューミ付リモコン

ヒューミ付
リモコン

ヒューミ付
リモコン

ヒューミ付
リモコン

VCJ2200A

͜ͷ੍ޚύλーϯͰ͸࢖༻Ͱ͖·ͤΜʢઃఆཁྖॻࢀরʣ

ඪ४グループ੍ޚ
௥Ճઃఆෆཁ

ඪ४グループ੍ޚ
௥Ճઃఆෆཁ

ඪ४グループ੍ޚ
௥Ճઃఆෆཁ

ඪ४グループ
ޚ੍

௥Ճઃఆෆཁ

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

別్ઃఆ作ۀ
͕ඞཁͰ͢

VCJ2200A VCJ2200AVCJ2200A

外部
ヒューミ

外部
ヒューミ

外部
ヒューミ

外部
ヒューミ

外部
ヒューミ

外部
ヒューミ

ඪ४リモコン
スイッチ

ඪ४リモコン
スイッチ

ඪ४リモコン
スイッチ

�άϧʔϓʹVCJ����"͸Կ୆͋Γ·͔͢ʁ

ઃஔ͢ΔϦϞίϯεΠον͸ʁ

ͲͷώϡʔϛσΟελοτͰՃ࣪ثΛ੍͠ޚ·͔͢ʁ

1 台

Կ୆ͷώϡʔϛσΟελοτͰՃ࣪ثΛ੍͠ޚ·͔͢ʁ

͜ͷ੍ޚύλーϯͰ͸࢖༻Ͱ͖·ͤΜʢઃఆཁྖॻࢀরʣ

1 台0 台
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����٬ઌ͝༻ҙͷ෦ࡐͳͲ
⿟付ଐ඼の΄か、下هの٬ઌ͝用ҙの部ࡐなどを֬ೝしてください。また下ه以外の部ࡐについては、ݱ場の必要にԠ͡てదٓ͝用ҙく

ださい。

಺༰޻ࢪ ඞཁ部ࡐͳͲ ஫ҙ߲ࣄ

加湿器本体
औ付

௻Ϙルト用Ξン
Χー・௻Ϙルト・
φット

⿏加湿器本体の運転時࣭量は29LHです。荷ॏにे෼に଱͑らΕるだけのڧ度を֬อしてください。
。してください޻ࢪのҐஔを֬ೝしてޱਧ出、ޱࠐٵ⿏

ਫ配؅څ

配؅部ࡐ

。るよ͏に、必ずϑϥッγング用όルϒを͝用ҙください͑ߦに΋ϑϥッγングがޙ޻ࢪ⿏
加湿用څਫ配؅はஆ๪加湿ではγーζンΦϑには௨ਫがないたΊ؅内の෗৯がൃੜし΍す
く、また配ཹ࢒؅ਫの加湿器΁のྲྀ入๷ࢭのҙຯから΋、޻ࢪ౰ॳにݶらずϑϥッγングが
必要になります。

⿏本加湿器はڅਫ器۩౳のೝূ඼です（ୈऀࡾೝূ඼）。上ਫಓ௚結の配ࣄ޻؅は、౰࣏֘ࣗ
体（ਫಓ؅ۀࣄཧऀ）のೝ定ਫಓऀۀࣄ޻が޻ࢪし、౰࣏֘ࣗ体（ਫಓ؅ۀࣄཧऀ）などで
指定さΕたڅਫ配ࡐ؅ྉを͝使用ください。

ϝーΧーのऔѻ上の஫ҙに४ࡎを使用する場合、配؅γールࡎに配؅γール޻ࢪਫ配؅のڅ⿏
。૩時ؒを֬อしてくださいסࡎいします。また、े෼なγールئしておڌ
ృ෍量がଟかったりס૩が不े෼なঢ়ଶで௨ਫすると、γールࡎがڅਫにࠞ͟るܗで加湿器
本体内にྲྀ入する͜とになり、加湿器内でのγールݻࡎԽによりނোのݪҼになります。
また、配؅γールࡎには༗ࡎ༹ػ੒෼がؚまΕているたΊ、加湿器にྲྀ入した場合はߏ੒部
඼にѱӨڹをٴ΅す͜とが͋ります。加湿器΁の௨ਫのલには、ॎ配؅のϑϥッγングの΄
か、加湿器څਫ配؅؅຤のϑϥッγング用όルϒ౳からे෼なϑϥッγングを࣮ࢪし、ϑϥッ
γング࣮ޙࢪのਫが無৭ಁ໌、無षで͋る͜とを֬ೝしてください。

ਫαーϏスหڅ ⿏อक点検作ۀのたΊ、必ず加湿器 1 台に 1 ヶ設けてください。

อԹࡐ ⿏配؅結࿐๷ࢭのたΊ、必ず޻ࢪしてください。

ഉਫ配؅
配؅部ࡐ

⿏付ଐのഉਫϗース、ഉਫܧख、ϗースόンυを必ず使用してください。
⿏ԣҾき配؅の場合、ҟ径ιέットなどを使用し、配؅径は 20A 以上としてください。また、

必ず 1�100 以上のઌ下がりޯ配とし、ઌ୺は大ؾ։์としてください。
⿏ഉਫ配؅をཱち上͛る場合、ཱち上͛配؅はԘϏݺ）؅ͼ径 13mm）またはϗース（内径

П 15）を使用してください。また、ཱち上͛以ޙのԣҾき配؅は配؅径 20A 以上とし、
1�100 以上のઌ下がりޯ配となるよ͏に޻ࢪしてください。

อԹࡐ ⿏配؅結࿐๷ࢭのたΊ、必ず޻ࢪしてください。

電ؾ配線 各छ配線ࡐなど

⿏リモコンスイッチのऔり付けには J*4 ϘッΫス（J*4 C 8340 ద合඼）が必要です。
⿏下هの֘౰する૊み合わせの各ϖーδを参照し、ޡ配線΍ະ配線のないよ͏に஫ҙして࣮֬

に޻ࢪしてください。

7$+��00 ͱඪ४ϦϞコϯεΠονͷ
૊Έ߹Θͤ

1.19「結線要ྖਤ」、1.20「結線参ߟਤ」

7$+��00 ͱώϡーϛ෇ϦϞコϯͷ
૊Έ߹Θͤ

1.21「結線要ྖਤ」、1.22「結線参ߟਤ」

7$+��00" ͱඪ४ϦϞコϯεΠονͷ
૊Έ߹Θͤ

1.23「結線要ྖਤ」、1.24「結線参ߟਤ」

7$+��00" ͱώϡーϛ෇ϦϞコϯͷ
૊Έ߹Θͤ

1.25「結線要ྖਤ」、1.26「結線参ߟਤ」

ͦのଞ ఱҪ໘点検ޱ ⿏加湿器本体配؅ଆのఱҪ໘に必ず設けてください。
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����औ෇

������Ճ࣪ثຊମͷऔ෇

ຊମͷऔ෇͸ɺఱҪ൘޻ࢪલʹ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
վमࣄ޻ͳͲͰఱҪ൘͕ࡁ޻ࢪΈͷ৔߹͸ɺ౰ࣾѼ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

注意
本体の重さに十分耐える所に確実に取り付ける
強度不足や取付工事に不備があると、落下などによる事故の原因になります。

⿟ޱࠐٵ、ਧ出ޱのҐஔを֬ೝしてください。
加湿器本体औ付ҐஔのఱҪ໘（加湿器本体の配؅ଆ）には、
˘ 450 以上の点検ޱを設ஔしてください。

⿟௻Ϙルトϐッチはਤ -3 を参照してください。
⿟௻りࠐみߴさはਤ -4 を参照してください。
⿟加湿器本体をऔり付けるҐஔに௻Ϙルトをऔり付け、必ずμϒル

φットでݻ定してください。௻Ϙルトは଱਒など必要にԠ͡て༳
ΕࢭΊ用଱਒࣋ࢧ部ࡐにてิڧしてください。

⿟͋らか͡Ί各Ϙルトにφットを 1 ௨し、本体を௻り上͛て΋͏ݸ
1 つのφットでԾࢭΊします。ਫ४器を使用して本体のਫฏを֬
ೝし、本కΊしてください。

ຊମ͸࿪Έͷͳ͍Α͏ʹऔΓ෇͚͍ͯͩ͘͞ɻ
ຊମ͕Ώ͕ΜͰ͍ΔͱԽহグϦルͱఱҪ൘ͱͷ͖͕ؒ͢ੜͨ͡Γɺ
ҼʹͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻݪোͳͲͷނ

޻ࢪ�

※加湿器本体は必ずਫฏにऔり付けてください。
※加湿器本体は、必ずμϒルφットでݻ定してください。
※ఱҪ໘には˘450以上の点検ޱを設ஔしてください。点検ޱは必ず
　配؅ଆとし、配؅ͦのଞのো֐෺が಄上に無いҐஔに設けてください。

603

ഉਫ

ਫڅ 200mm
以上

200mm
以上

200mm
以上

450

1500mm以上

635

603

加湿器本体

Խহグリル

加湿器本体

ো ֐ ෺

加湿器
下୺

ఱҪ໘

点検ޱ
˘450以上

300ʙ
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加湿器本体
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������ԽহグϦルͷऔ෇
⿟Խহグリルは、本体のऔ付、څഉਫ配؅、電ؾ配線のޙ、ఱҪ൘をுってからऔり付けます。
⿟Խহグリルは、ਤ -5 のよ͏にグリル࿮とグリルύωルでߏ੒さΕています。

①加湿器本体の࢛つ֯にԽহグリル付ଐのͶ （͡M4 × 50mm）を 5 ʙ 6 ճ転΄どͶ͡ࠐみ、ԾࢭΊします（ਤ -5⁞）。
②作ۀ①でऔり付けたͶ͡΁、グリル࿮をҾっֻけてऔり付けます。ඞͣɺՃ࣪ثຊମϑΝϯଆͷͶ͡΁औΓ෇͚͔ͯΒ、ٯଆをऔり付

けてください（ਤ -5  ʙ⁡）。

図 �� ԽহグϦルͷऔ෇ɹ˞Πϥετ͸ඪ४༷࢓Ͱ表͍ͯ͠·͕͢ɺ7$+��00"ͷ৔߹΋ಉ༷Ͱ͢ɻ

M4×50mm（付ଐ）
5ʙ6ճ転ԾࢭΊ

加湿器本体

ϑ
Ν
ン・
電
૷
部
ଆ

ϑΝン

グリル࿮

グϦル࿮Λ
ϑΝϯଆ΁εϥΠド

グϦル࿮Λ
ϑΝϯଆ΁εϥΠド

 �グリル࿮はඞͣϑΝϯଆからऔ
り付けてください。

⁞�加湿器本体の࢛つ֯にԽহグリル付ଐのͶ͡（M4×
50mm）を 5 ʙ 6 ճ転΄どͶ͡ࠐみ、ԾࢭΊします。

ஈࠩから
མちている

ஈࠩから
མちていない

⁡グリルがͶ͡にͻっかかり、本体からམちないঢ়ଶで͋る
͜とを֬ೝしてください。ϑΝンଆのͶ͡は、必ずஈࠩか
らམとしたঢ়ଶとしてください。

⁠�グリル࿮の࢛つ֯す΂てにԾࢭΊしたͶ͡をはΊࠐんだ
ଆ΁Ҡಈするよ͏にグリル࿮をϑΝンࠨͶ͡の಄が、ޙ
ଆ΁スϥイυさせます。

ᶅグリル࿮をऔり付けた 4 ՕॴのͶ͡を、グϦル࿮ͱఱҪ面ʹ͕ܺؒͳ͘ͳΔ·Ͱௐ੔しながらకΊてください（1.10 ਤ -6）。
ͦのࡍ、本体とグリル࿮のؒのスϙンδύッΩン（4 ໘）を内ଆから外ଆ΁ܰくԡし、ຊମ಺ʹಥग़͠ͳ͍Α͏にします（1.10 ਤ -7）。
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図 �� グϦル࿮ͱఱҪͷ͖ؒ͢ௐ੔

グリル࿮

͖ؒ͢ͷͳ͍Α͏ʹऔΓ෇͚͍ͯͩ͘͞

ఱҪ ఱҪ

図 �� εϙϯδύοΩϯͷௐ੔

グリル࿮

ԡ͢ԡ͢

スϙンδύッΩン

མ下๷ࢭϕルトA औ付Ͷ͡

ファ
ン・
電
装
部
側

ᶆਤ -8 を参照し、グリル࿮にऔり付けらΕているམ下๷ࢭϕルト A を加湿器本体内の࢓੾り൘΁औり付けます（ࠨӈೋՕॴ）。
加湿器本体内の࢓੾り൘にऔり付けらΕているམ下๷ࢭϕルト A औ付Ͷ （͡ਤ -8）を外し、མ下๷ࢭϕルトの݀に௨して、ݩのҐஔ΁
औり付けてください。

注意
落下防止ベルト A を必ず取り付ける
落下防止ベルトAは、加湿器本体内の仕切り板（左右２箇所）へ必ず取り付けてください。
取り付けなかった場合、グリル枠落下事故の原因となります。

図 �� グϦル࿮ མԼ๷ࢭϕルτͷऔ෇

ᶇグリルύωルのճ転࣠をグリル࿮のۚ۩にはΊࠐみ、グリル࿮΁グリルύωルをऔり付けます（ਤ -9）。
ᶈグリル࿮にऔり付けらΕているམ下๷ࢭϕルト # を、グリルύωルのϑッΫ（ࠨӈ 2 Օॴ）΁औり付けます（ਤ -10）。

注意
落下防止ベルト B を必ず取り付ける
落下防止ベルトBは、グリルパネルのフック（左右２箇所）へ必ず取り付けてください。
取り付けなかった場合、グリルパネル落下事故の原因となります。

ᶉグリルύωルをԻがするまで࣮֬にด͡ます。

図 �� グϦルύωルͷऔ෇

ファ
ン・
電
装
部
側

グリルύωル

མ下๷ࢭϕルト#

グリル࿮

ճ転࣠グリルύωルをਤのよ͏に
ࣼΊにࠩしࠐΉ͜とで
औり付け΍すくなります

※イϥストはඪ४༷࢓で表していますが、VCJ2200A の場合΋同༷です。

図 ��0 མԼ๷ࢭϕルτͷݻఆ

མ下๷ࢭϕルト#

མ下๷ࢭϕルト#

グリルύωル

ϑッΫ

注意

締めすぎ厳禁
ねじを締めすぎると、グリル枠が破損したり、変形
の原因となります。特に電動工具をご使用の場合は
締めすぎにご注意ください。

ϑΝϯɾి ૷部ଆ

མ下๷ࢭϕルトA औ付Ͷ͡

ファ
ン・
電
装
部
側

མ下๷ࢭϕルトA ੾り൘࢓
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����� ϦϞίϯεΠονͷऔ෇ͱ഑ઢཁྖ

⿟ϦϞコϯεΠον͸ඞͣ͝࢖༻͍ͩ͘͞ɻリモコンスイッチを使用しないと運転できません。
⿟リモコンスイッチऔ付に͋たって、J*4 ϘッΫスを͝用ҙください（J*4 C 8340 ద合඼、ϐッチ 83.5mm、٬ઌ͝用ҙ）。
⿟リモコンスイッチのऔ付と配線ऴྃޙはΞυϨス設定をߦってください（ผ࡭の設定要ྖॻを参照）。

①リモコンスイッチ下໘のԜ部に、Ϛイφスυϥイόをࠩしࠐ
んでܰくͶ͡り（2 Օॴ）、上έースを外してください（ਤ
-11）。

②น໘の J*4 ϘッΫスに下έースをऔり付けます。
⿏औ付用のωδはJ*4ϘッΫスに合わせてݱ஍で͝ख配ください。
⿏ヒューミ付リモコンの場合、リモコンスイッチのαイυス

イッチ操作と湿度検知にӨڹするたΊ、น面΁औΓ෇͚Δࡍ
͸ࠨଆ面͔Β �0NN ͷۭؒΛۭ͚͍ͯͩ͘͞。

ᶅ配線Ҿ݀ࠐから配線をҾきࠐみ、リモコンスイッチج൘の୺
に接続します（ਤࢠ -12）。

⿏線ࡐは 0.5 ʙ 0.75mm2 のγース付きϏニルコーυまたは
έーϒルを͝使用ください（٬ઌ͝用ҙ）。

⿏配線は .� Ͷ͡༻དؙ୺ࢠを使用し、リモコンスイッチج൘
の୺ࢠ C1、C2 に配線し、C1、C2 が接৮しないよ͏にऔ
ճしてください。また、୺ࢠ台がഁଛしますので、ΠϯύΫ
τドϥΠόͰకΊ෇͚ͳ͍でください。

⿏リモコンスイッチج൘の୺ࢠ C1、C2 と加湿器本体の୺ࢠ
C1、C2 を接続してください（C1 と C2 のੑۃは͋りません）。

⿏࿐出配線を͏ߦ場合は、1.12 ਤ -13 を͝参照ください。

ᶆ配線をڬまないよ͏に஫ҙしてリモコンスイッチέースをݩ
௨りด͡てください。

図 ��� ϦϞコϯεΠονͷऔ෇ͱ഑ઢཁྖ

リモコンج൘

୺ࢠC1、C2

（J*4 ϘッΫスにऔ付）

配線Ҿ（15×15）݀ࠐ

上έース

リモコン配線　2 心 0.5 ʙ 0.75mm2

M3 དؙ୺ࢠ（٬ઌ͝用ҙ）

下έース

औ付݀П4.5

औ付݀П5×10

リモコンج൘

୺ࢠC1、C2

（J*4 ϘッΫスにऔ付）

配線Ҿ（15×15）݀ࠐ

上έース

リモコン配線　2 心 0.5 ʙ 0.75mm2

M3 དؙ୺ࢠ（٬ઌ͝用ҙ）

下έース

औ付݀П4.5

औ付݀П5×10

ώϡーϛ෇ϦϞコϯͷ৔߹

ඪ४ϦϞコϯεΠονͷ৔߹

上έース

下έース

2 ヶॴ
ϚイφスυϥイόをࠩしࠐんでܰくͶ͡る

図 ��� ϦϞコϯεΠονέーεͷ։͚ํ

注意

ケースの損傷に注意
リモコンスイッチケースを開ける際は、マイナスド
ライバの先にウエスを挟むなどの養生を行い、ケー
スの破損に注意してください。

基板の損傷に注意
リモコンスイッチ基板は上ケースに付いています。
ドライバ等で基板を傷つけないように注意してくだ
さい。

基板の短絡に注意
基板にゴミあるいは水分などが付着しないように注
意してください。

※イϥストはඪ४リモコンスイッチで表していますが、ヒューミ付リモコンの場
合΋同༷です。
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図 ��� ࿐ग़഑ઢΛ͏ߦ৔߹

⿟配線ํ޲は 1.11 のํޙҾきࠐみのଞに、下هのํ๏で下ํҾきࠐみまたは上ํҾきࠐみとする͜とが出དྷます。

①配線ํ޲に͋わせてニッύなどで上έースのബ೑部を੾りऔり、Ϡスリなどでόリをとってください。ͦのࡍ、έースをׂらな
いよ͏に஫ҙして作ۀしてください。

②配線のҾきࠐみํ޲に͋わせてリモコンスイッチέース内に入るέーϒルのγース部をΉき、下ਤのよ͏に配線をճしてください。
ᶅ配線をڬまないよ͏に஫ҙして、น໘にऔり付けた下έースに上έースをはΊ合せてください。また、࿐出配線は上έースが外

せるよ͏に஫ҙして配線用モール（٬ઌ͝用ҙ）などでॲཧしてください。

ʲԼํҾ͖ࠐΈͷ৔߹ʳ

リモコンج൘

上έース

下部をΧット 配線用モール

リモコンج൘

配線スϖース

γース部をΉいて、
配線スϖースに配
線を௨す

WM-HRM101

リモコンج൘

上έース

下部をΧット 配線用モール

リモコンج൘

配線スϖース

γース部をΉいて、
配線スϖースに配
線を௨す

ώϡーϛ෇ϦϞコϯͷ৔߹

ඪ४ϦϞコϯεΠονͷ৔߹

ʲ্ํҾ͖ࠐΈͷ৔߹ʳ

リモコンج൘

上έース

上部をΧット

リモコンج൘

配線スϖース

配線用モール

γース部をΉいて、
配線スϖースに配
線を௨す

WM-HRM101

リモコンج൘

上έース

上部をΧット

リモコンج൘

配線スϖース

配線用モール

γース部をΉいて、
配線スϖースに配
線を௨す

ώϡーϛ෇ϦϞコϯͷ৔߹

ඪ४ϦϞコϯεΠονͷ৔߹
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ഉਫ഑؅څ����

注意

配管は必ず保温する
保温しないと結露による水もれの原因になります。

上水道直結の配管工事は、当該自治体（水道事業管理者）の認定水道工事業者が施工する
本加湿器は給水器具等の認証品です（第三者認証品）。上水道直結の配管工事は、当該自治体（水道事業管理者）の認定
水道工事業者が施工し、当該自治体（水道事業管理者）などで指定された給水配管材料をご使用ください。

ਫ഑؅څ������
⿟加湿器に使用するڅڙਫは、ඞͣਫಓ๏ʹఆΊΒΕͨਫಓ๏ਫ࣭ج४ʹద߹ͨ͠ҿྉਫΛ͝࢖༻͍ͩ͘͞ʢ্ਫಓͷ࢖༻Λਪ঑͠·

͢ʣ。ҿྉਫのਫ࣭ج४をຬ଍したਫで΋、஍下ਫ・Ҫށਫ・஍下ਫをར用したઐ用ਫಓ・ۀ޻用ਫをར用したਫの使用では、ͦ のؚ
༗੒෼のӨڹでૣظのスέールൃੜ΍スέールඈࢄがੜ͡る場合が͋りますので͝஫ҙください。
また、ೈਫثॲཧਫ͓Αͼೈਫثॲཧਫͱ஍ԼਫɾҪށਫɾ஍ԼਫΛར༻ͨ͠ઐ༻ਫಓɾۀ޻༻ਫͱͷࠞ߹ਫ͸࢖༻͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ೈ࣭のスέールがੳ出し、ඈࢄする͜とが͋ります。

図 ਫ഑؅ཁྖڅ ���

（付ଐ）ਫೈಔ؅څ

٬ઌ͝用ҙ

ख・R1�2ܧਫ接続څ

（付ଐ）

ਫαーϏスหڅ

ਫڅਫڅ

ϑϥッγング用όルϒ

Ճ࣪ثຊମՃ࣪ثຊମ

※加湿器΁のڅਫ配؅には、څਫαーϏスหおよͼϑϥッγング用όルϒをϝンςφンス上、必ず設けてください。ਤは一ྫです。
。るよ͏に配؅してください͑ߦ場の౎合にԠ͡てϑϥッγングがݱ

※加湿器の運転を長ࢭٳظする場合、点検など΍Ήをಘず電ݯを 0'' とする場合には、څਫαーϏスหをด͡るなど、ສ一の場合
に΋ਫがྲྀΕてਫ΋Εނࣄにならないよ͏にしてください。

⿟υϨンഉਫ用ϙンプはϨϕルηンα（電ۃϐン）によりਫҐを検知して運転・ఀࢭしますので७ਫは使用できません。
⿟各加湿器͝とにڅਫαーϏεหɺϑϥογϯグ༻όルϒΛ఺͔ޱݕΒखͷಧ͘৔ॴʹઃஔ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
⿟配؅に結࿐がੜ͡ないよ͏、ඞͣอԹしてください。
⿟配؅の؅຤にはϑϥッγング用όルϒ΍プϥグをऔり付けるなどして、ޙ޻ࢪʹ΋ϑϥογϯグ͕͑ߦΔΑ͏ʹݱ৔ͷ౎߹ʹԠͯ͡

഑؅してください。
⿟ϑϥッγング用όルϒޙに配؅を接続する場合、ΫϩεコωΫγϣϯͱͳΒͳ͍Α͏ॲஔしてください。
⿟څਫ配؅と加湿器本体を接続するલには௨ਫしてඞͣϑϥογϯグʢ഑؅ͷϒϩーʣΛ͍ߦ、配؅内のԚΕ΍ҟ෺が加湿器にྲྀ入しな

いよ͏にしてください。
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⿟څਫೈಔ؅ͷ઀ଓ͸ϦϯグδϣΠϯτࣜͰ͢ɻ図 ��� Λࢀরͯ͠ɺਫ΋Εͷͳ͍Α͏ʹ࣮֬ʹ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻ٬ઌ഑؅ͱͷ઀ଓ
͸ɺ෇ଐͷڅਫ઀ଓܧखʢ3���ʣΛ࢖༻͠·͢ɻ

注意
軟銅管は継手部付近からの急な曲げ加工は行わない

水もれの原因になります。

図 ਫೈಔ؅ͷ઀ଓڅ ���

リングφットೈಔ؅

ਅ᭦リング（ͦΖ͹んۄ）

ख ܧ

څ
 ਫ

ख ܧ

ਅ᭦リング（ͦΖ͹んۄ）

リングφット

அ೤ࡐ

ೈಔ؅

※ೈಔ؅はܧखのԞまでまっす͙にしっかりとࠩしࠐみ、必ず 2 本のϨンチを使ってφットをకΊてください（付ଐのڅਫ
接続ܧखଆ）。

※リングφットのక෇τルΫ͸ �0/ŋN ఔ౓としてください。

⿟リングδϣイント部෼には、付ଐのリングδϣイント用அ೤ࡐをרき付け、όンυでݻ定してください。
⿟څਫ配؅の޻ࢪに配؅γールࡎを使用する場合、配؅γールࡎϝーΧーのऔѻ上の஫ҙに४ڌしておئいします。また、े ෼なγール

で加湿器本体内ܗਫにࠞ͟るڅがࡎ૩が不े෼なঢ়ଶで௨ਫすると、γールס૩時ؒを֬อしてください。ృ෍量がଟかったりסࡎ
にྲྀ入する͜とになり、加湿器内でのγールݻࡎԽによりނোのݪҼになります。
また、഑؅γールࡎʹ͸༗ࡎ༹ػ成෼ؚ͕·Ε͍ͯΔͨΊɺՃ࣪ثʹྲྀ入ͨ͠৔߹͸ߏ成部品ʹѱӨڹをٴ΅す͜とが͋ります。
加湿器΁の௨ਫのલには、ॎ配؅のϑϥッγングの΄か、加湿器څਫ配؅؅຤のϑϥッγング用όルϒ౳からे෼なϑϥッγングを࣮
。ͷਫ͕ແ৭ಁ໌ɺແषͰ͋Δ͜ͱを֬ೝしてくださいޙࢪし、ϑϥογϯグ࣮ࢪ
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������ഉਫ഑؅
⿟ഉਫ配؅の接続は付ଐのഉਫϗース、ഉਫܧख、ϗースόンυを必ず

使用してください。
⿟ഉਫϗースは本体ഉਫޱおよͼഉਫܧखϗースޱのࠜݩまでしっか

りࠩしࠐんで、付ଐのϗースόンυでࠩしࠐみதԝ部にݻ定してく
ださい（ਤ -16）。ϗーεόϯドͷకΊ෇͚τルΫ͸ ���/ŋN ఔ౓
としてください。ڧくకΊす͗るとϗースόンυ、ϗース、本体ഉਫ
。Ҽになりますݪଛによるਫ΋Εのഁޱ

⿟ഉਫޱにഉਫϗースを接続するࡍは、ഉਫϗーεʹ༗ࡎ༹ػʢ઀ண
るおࢸがྼԽし、不۩合にޱͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻഉਫ͠༺࢖ͳͲʣ͸ࡎ
ͦΕが͋ります。

⿟ഉਫϗーεʹ͸ෛՙ͕ՃΘΒͳ͍Α͏͍ͩͯ͘͞͠޻ࢪʢ図 ���ʣɻ
ҼʹͳΓ·͢ɻݪΓɾͶͬͨ͡ΓɾҾͬுΔͱɺਫ΋Εͷͨ͛ۂ

⿟ഉਫ配؅はഉਫޱ、ഉਫϗースに荷ॏがかからないよ͏にしてくだ
さい。また、ഉਫ配؅がたるまないよ͏に 1 ʙ 1.5m ִؒで࣋ࢧし、
各加湿器͝とに୯ಠに配؅してください。

⿟ഉਫ配؅は݁࿐Λ๷͢ࢭΔͨΊอԹॲཧΛ͍ͩͯ͘͞͠ࢪɻ
⿟ഉਫ഑؅్தʹࢁӽ͑΍τϥοプΛ作Βͳ͍Α͏ʹͩͯ͘͞͠޻ࢪ

͍ʢ図 ���ʣɻഉਫ不ྑのݪҼとなります。また、配؅్தにΤΞൈ
きは設けないでください。

ʲԣҾ͖഑؅ͷ৔߹ʳ

⿟ԣҾき配؅の場合、ҟ径ιέットなどを使用して 20A 以上とし、必ず 1�100 以上のઌ下がりޯ配・大ؾ։์としてください
（ਤ -18）。

⿟ഉਫޯ配がे෼にऔΕない場合は、ഉਫ؅をཱち上͛て޻ࢪしてください（1.16 ਤ -19 参照）。

図 ��� ԣҾ͖഑؅ͷ৔߹

௻ۚ۩など（٬ઌ͝用ҙ）
1000ʙ1500mm

ഉਫ

٬ઌ͝用ҙ

100
1以上 ഉਫ配؅ 20A以上

（٬ઌ͝用ҙ）

加湿器本体

ഉਫޱ

ഉਫܧख（付ଐ）

ഉਫϗース（付ଐ）

ϗースόンυ
（付ଐ） ҟ径ιέット

20A以上に֦大

຤୺は大ؾ։์とする

図 ��� ഉਫ഑؅ͷ઀ଓ

ϗースόンυ（付ଐ）
（క付トルΫ 1.5/・m）

ഉਫϗース（付ଐ）
（П20×П15、200mm）

ഉਫܧख（付ଐ）
（R1�2×П16）

本体ഉਫޱ

加湿器本体

図 ��� ഉਫ഑؅ͷ޻ࢪࢭې例

トϥップ

͛ۂ

10mm 以上

ӽ͑ࢁ

加湿器本体

加湿器本体
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ʲഉਫ഑؅Λ্ཱͪ͛Δ৔߹ʳ

注意

立ち上げ配管は指定の塩ビ管またはホースを使用し、垂直に施工する
正しく施工されない場合、水もれの原因になります。

配管立ち上げ高さは 800mm 以下（天井面から 1200mm 以下）とし、本体より水平方向に
300mm 以下で垂直に立ち上げる

規定以上に立ち上げた場合、ドレンポンプ停止時にドレン水の逆流による高水位警報発報や水もれなど不具合発生の原因
になります。

排水配管を立ち上げる場合、空気だまりができないよう施工する
空気だまりができるとポコポコ音など異音の原因になります。

⿟ഉਫ配؅をཱち上͛る場合、ཱ ্ͪ͛഑؅͸ԘϏ؅ʢݺͼܘ ��NNʣ·ͨ͸ϗーεʢ಺ܘП ��ʣΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞。使用しなかっ
た場合、ഉਫ量がݮগし、ഉਫ不ྑとなるݪҼになります。

⿟配؅ཱち上͛ߴさは 800mm 以下（ఱҪ໘から 1200mm 以下）とし、本体よりਫฏํ޲に 300mm 以下でਨ௚にཱち上͛てくだ
さい。ن定以上にཱち上͛た場合、υϨンϙンプఀࢭ時にυϨンਫのྲྀٯによるߴਫҐܯใൃใ΍ਫ΋Εなど不۩合ൃੜのݪҼにな
ります。

⿟ഉਫ配؅をཱち上͛る場合、ۭ の上りޯ配（1�100ׯだまりができないよ͏ഉਫϗースはਫฏ΋しくはएؾ ఔ度）を付け、ഉਫϗース
にંΕ΍௵Εがないよ͏にしてください。ۭؾだまりができるとϙコϙコԻなどҟԻのݪҼになります。

⿟ཱち上͛以ޙのԣҾき配؅はҟ径ιέットなどを使用して 20A 以上とし、必ず 1�100 以上のઌ下がりޯ配・大ؾ։์としてくだ
さい。

図 ��� ্ཱͪ͛഑؅ͷ৔߹

௻ۚ۩など（٬ઌ͝用ҙ）

຤୺は大ؾ։์とする

1000ʙ1500mm

300mm以下

800mm以下

1200mm以下
ഉਫ

100
1以上

100
1ఔ度

加湿器本体 ͼ径13mmݺ
（٬ઌ͝用ҙ）

ҟ径ιέット
20A以上に֦大

٬ઌ͝用ҙ

ഉਫܧख（付ଐ）

ഉਫޱ

ϗースόンυ（付ଐ）

ഉਫϗース（付ଐ）

ഉਫϗースはਫฏ΋しくは、
ઌ上がりޯ配をつける
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഑ઢؾి����

警告

電気工事は、電気工事士が「電気設備に関する技術基準」「内線規定」および製品添付の説明書類に
従って施工し、必ず専用回路とし、定格の電圧・ブレーカを使用する

電気回路容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因になります。

各配線の接続部にケーブルの外力が加わらないように固定する
施工不備があると、感電、火災の原因になります。

端子台への各配線接続には絶縁丸型端子（M4 ねじ用相当）を使用し、1P あたりの接続は 2 端子までとする
3 端子以上接続すると接触不良となり、発煙、火災の原因になります。

端子台に接続する絶縁丸型端子は、電線径に適合するものを使用する
適合しないものを使用すると線の抜けや接触不良を起こし、感電、火災の原因になります。

アース接続（Ｄ種接地工事）を行う
アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

注意

端子台ねじは、締付トルク 0.5N・m で締め付ける
インパクトドライバ等で締め付けた場合、端子台破損の原因になります。

規定の電源電圧を供給する
供給電源はAC100V です。事前に供給電源の種類の確認と該当する端子がAC100V であることを確認し、適切な線材
を使用してください。

߲ࣄ௨ڞ������
⿟電ؾ配線は٬ઌ͝用ҙとなります。加湿器電ݯとしてઐ用ճ࿏を使用してください。
⿟ݱ場の指ࣔ౳をよく֬͝ೝの͏͑、֬ ࣮な電ࣄ޻ؾをおئいします。配線に͋たっては、表 1 に֘౰する「結線要ྖਤ」を参照してく

ださい。使用する加湿器とリモコンスイッチの૊み合わせにより配線がҟなりますので͝஫ҙください。
⿟加湿器ݩ電ݯには必ず࿙ిϒϨーΧを設けてください。࿙電ނࣄ๷ࢭおよͼอक点検作ۀ時の҆શのたΊ必要です。
⿟ϦϞコϯεΠον͸ඞͣ͝࢖༻͍ͩ͘͞。リモコンスイッチを使用しないと運転できません。リモコンスイッチ 1 ヶで加湿器本体

10 台まで同時制御を͜͏ߦとができます。
⿟1 つの制御グループにෳ数台の VCJ2200A を使用する場合、૊み合わせによって一部ରԠできない制御ํ๏が͋ります。またରԠ

可能な制御の場合で΋、ผ్設定が必要になります。ৄࡉにつきましてはผ࡭の設定要ྖॻを参照してください。
⿟電ݯϥインを加湿器୺ࢠ台で渡らせる場合は、୺ࢠ台定֨容量を௒͑ないよ͏ 10 台以下としてください。
⿟リモコンスイッチの配線は、1.11「2-1-3 リモコンスイッチのऔ付と配線要ྖ」を参照してください。
⿟リモコンスイッチ配線（リモコンスイッチ˱本体 1）およͼ本体渡り線（本体 1 ˱本体 2ʜ）の信号഑ઢͷ૯഑ઢ௕͸ �00N Ҏ಺と

してください。
⿟リモコンスイッチと加湿器本体とを結線したޙ、Ճ࣪ثͷӡసલʹ͸ΞドϨεઃఆ͕ඞཁͰ͢。ΞυϨス設定をߦなわないと運転す

る͜とが出དྷません。ผ࡭の設定要ྖॻにैってΞυϨス設定をߦってください。
⿟運転信号およͼܯใ信号を使用する場合は、ผ࡭の設定要ྖॻを参照し設定をߦってください。
⿟外部指令信号入力でൃఀを͏ߦ場合には、ผ࡭の設定要ྖॻを参照し設定をߦってください。グループを一括制御する場合は表 1 に

֘౰する「結線参ߟਤ」を参照し、結線してください。
⿟ڧ電の電ݯϥインとऑ電の信号ϥイン（C1
 C2
 -1
 -2
 4
 5
 6）は෼けて配線してください。同一؅࿏内にೲΊて配線すると、ޡ

ಈ作のݪҼになります。

表 � Ճ࣪ثຊମͱϦϞコϯεΠονͷ֤૊Έ߹Θͤʹ͓͚Δ֤छ図面ͷࢀরϖーδ

֤छ図面
Ճ࣪ثຊମͱϦϞコϯεΠονͷ૊Έ߹Θͤ

7$+��00ɺ
ඪ४ϦϞコϯεΠον

7$+��00ɺ
ώϡーϛ෇ϦϞコϯ

7$+��00"ɺ
ඪ४ϦϞコϯεΠον

7$+��00"ɺ
ώϡーϛ෇ϦϞコϯ

結線要ྖਤ 1.19 1.21 1.23 1.25

結線参ߟਤ 1.20 1.22 1.24 1.26
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������7$+����ͱඪ४ϦϞίϯεΠονͷ૊Έ߹Θͤで࢖༻͢る৔߹
⿟٬ઌ͝用ҙのヒューミディスタット（外部ヒューミ）については表 2 を参照し、配線をߦってください。

表 � ώϡーϛσΟελοτʢ外部ώϡーϛʣ༗ແʹ͓͚Δ஫ҙ߲ࣄ

ώϡーϛσΟελοτʢ外部ώϡーϛʣͷ༗ແ ஫ҙ߲ࣄ

ヒューミディスタット（外部ヒューミ）を
߹Δ৔͢༺࢖ ⿏1 つのリモコンスイッチでෳ数台制御する場合、ヒューミディスタットを

ෳ数ݸ使用して各加湿器をݸผに制御する͜とはできません。必ずώϡー
ϛσΟελοτͱϦϞコϯεΠον͸ � ର � となるよ͏にしてください。

⿏ヒューミディスタットは湿度௿下で接点が 0/ となるࣜܗで、接点容量
100V・2A 以上の΋のを͝用ҙください。ヒューミディスタット 1 ݸ
で加湿器 10 台まで同時制御をߦいます。

⿏ヒューミディスタットは、1.19「WM-VCJ2200 結線要ྖਤ」を参照し、
「加湿器本体 1」の୺ࢠ -1、-2（無電圧接点）に接続してください。

⿏1 つのリモコンスイッチでෳ数台制御する場合で΋୺ࢠ -1、-2 ΁の接
続は「加湿器本体 1」のみでશ数の運転制御ができます。

ヒューミディスタット（外部ヒューミ）を
߹ͳ͍৔͠༺࢖

⿏ヒューミディスタットを使用しない場合、1.19「WM-VCJ2200 結線
要ྖਤ」を参照し、「加湿器本体 1」の୺ࢠ -1、-2 を୹བྷしてください。
-1、-2 が୹བྷさΕない場合、加湿器は運転しません。

⿏1 つのリモコンスイッチでෳ数台制御する場合で΋୺ࢠ -1、-2 の୹བྷ
は「加湿器本体 1」のみでશ数の運転制御ができます。

����� ߹৔͏ߦΛݧࢼిఀ

注意
加湿器の停電試験を行う際は、必ず給水サービス弁を閉める

万一、電磁弁が故障している場合、通水状態で電源を遮断するとドレン排水用ポンプが作動せず、
漏水事故の原因になります。

⿟本加湿器のഉਫは、υϨンഉਫ用ϙンプによってߦわΕます。ఀ電ݧࢼをࡍ͏ߦは、͋ らか͡ΊڅਫαーϏスหをดΊ、加湿器΁のڅ
ਫをఀࢭしてください。

⿟本加湿器にはఀ電時のࣗݾอػ࣋能は͋りません。運転தの加湿器がఀ電によりఀࢭした場合、෮電時のࣗಈ෮ؼはߦいません。リ
モコンスイッチまたは外部指令信号によるखಈでの運転෮ؼが必要です。

⿟瞬ؒఀ電の場合は、50H[ では 0.02 ඵ以下で運転をอ࣋し、0.02 ඵを௒͑てఀ電した場合ఀࢭします。60H[ では 0.0166 ඵ以
下で͋Ε͹運転をอ࣋し、0.0166 ඵを௒͑てఀ電した場合ఀࢭします。

ඪ४ϦϞコϯεΠον

٬ઌ͝༻ҙͷώϡーϛσΟελοτ)4

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200

ඪ४ϦϞコϯεΠον

VCJ2200 VCJ2200VCJ2200
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時

接
点

ま
た

は
瞬

時
接

点
)

※
外

部
指

令
信

号
線

の
配

線
径

と
総

配
線

長
か

ら
、

接
続

可
能

な
最

大
グ

ル
ー

プ
数

が
変

わ
り

ま
す

。
　

下
表

の
「

一
括

制
御

で
き

る
グ

ル
ー

プ
数

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
外

部
指

令
信

号
入

力

一
括
制
御
で
き
る
グ
ル
ー
プ
数

加
湿

器
本

体
①

●
て

ん
ま

い
加

湿
器

　
W

M
-V

C
J2

2
0

0
　

複
数

グ
ル

ー
プ

を
外

部
指

令
信

号
入

力
（

遠
方

発
停

）
で

一
括

制
御

す
る

場
合

の
結

線
例

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

※
加

湿
器

本
体

①
の

み
接

続
で

　
グ

ル
ー

プ
の

同
時

制
御

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
※

加
湿

器
本

体
①

の
み

接
続

で
　

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

（
１

グ
ル

ー
プ

）
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ

※
加

湿
器

本
体

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ユ
ニ

ッ
ト

の
デ

ィ
ッ

プ
ス

イ
ッ

チ
で

常
時

入
力

ま
た

は
瞬

時
入

力
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
、

出
荷

時
は

常
時

入
力

の
設

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。
外

部
指

令
信

号
入

力
は

常
時

入
力

（
２

心
×

１
本

）
ま

た
は

瞬
時

入
力

（
３

心
×

１
本

）
、

無
電

圧
接

点
入

力
と

な
り

、
各

グ
ル

ー
プ

に
お

け
る

加
湿

器
本

体
①

の
み

の
結

線
と

な
り

ま
す
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（
２

グ
ル

ー
プ

）

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

（
３

グ
ル

ー
プ

）

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

１
グ

ル
ー

プ
２

グ
ル

ー
プ

３

リ
モ

コ
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ス
イ

ッ
チ

※
外

部
指

令
信

号
入

力
の

接
点

容
量

は
、

5
0

グ
ル

ー
プ

ま
で

の
接

続
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場
合

1
Ａ

以
上

、
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0

0
グ

ル
ー

プ
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で
接

続
の

場
合

1
.5

Ａ
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上
、

2
0

0
グ

ル
ー
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接

続
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Ａ
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。

・
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信

号
入
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り

線
、

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
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の
　

渡
り

線
は

不
要

で
す

。

必
ず

１
グ

ル
ー

プ
に

1
つ

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

が
必

要
で

す
。

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

無
し

で
の

運
転

は
で

き
ま

せ
ん

。

加
湿

器
本

体
②

・
外

部
指

令
信
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入

力
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り

線
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ヒ
ュ

ー
ミ

デ
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ス
タ
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ト
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す
。
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⑩
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⑩
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体
①
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チ
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2
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ス
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ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ
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ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
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最

大
1

0
台
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で
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可
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す
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※
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ヒ
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ヒ
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付
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ヒ
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②
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⑩
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⑩
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、
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Ａ
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径
0

.7
5

m
m

2
1

4
0

グ
ル

ー
プ

2
0

0
グ

ル
ー

プ

1
0

0
0

m

9
0

グ
ル

ー
プ

1
6

0
グ

ル
ー

プ

1
5

0
0

m

7
0

グ
ル

ー
プ

1
1

5
グ

ル
ー

プ

2
0

0
0

m

1
.2

5
m

m
2

代
表

例

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

必
ず

１
グ

ル
ー

プ
に

1
つ

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

が
必

要
で

す
。

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

無
し

で
の

運
転

は
で

き
ま

せ
ん

。
外

部
指

令
信

号
入

力
は

常
時

入
力

（
２

心
×

１
本

）
ま

た
は

瞬
時

入
力

（
３

心
×

１
本

）
、

無
電

圧
接

点
入

力
と

な
り

、
各

グ
ル

ー
プ

に
お

け
る

加
湿

器
本

体
①

の
み

の
結

線
と

な
り

ま
す

。
※

加
湿

器
本

体
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
の

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

で
常

時
入

力
ま

た
は

瞬
時

入
力

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
出

荷
時

は
常

時
入

力
の

設
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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工
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の
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施
工
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の
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項

施
工

施
工

各
種
図
面

各
種
図
面

仕
様

仕
様

図
面

名
称

部
品

コ
ー

ド
 

作
成

日

2
0

1
6

／
0

9
／

2
9

2
0

2
2

／
0

5
／

2
6

更
新

日

A
C

IQ
S

J0
0

�
0

�
訂

正
回

数
�

葉
別

１
／

１
図

 番

V
C
J

W
M

-V
C

J2
2

0
0

A
結

線
ཁ

ྖ
図
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施
工
前
の
確
認
事
項

施
工
前
の
確
認
事
項

施
工

施
工

各
種
図
面

各
種
図
面

仕
様

仕
様

図
面

名
称

部
品

コ
ー

ド
 

作
成

日

2
0

1
6

／
0

9
／

2
9

2
0

1
6

／
0

9
／

2
9

更
新

日

A
C

IQ
S

J0
0

�
0

2
訂

正
回

数
0

葉
別

１
／

１
図

 番

V
C
J

W
M

-V
C

J2
2

0
0

A
結

線
参

考
図

(常
時

接
点

ま
た

は
瞬

時
接

点
)

※
外

部
指

令
信

号
線

の
配

線
径

と
総

配
線

長
か

ら
、

接
続

可
能

な
最

大
グ

ル
ー

プ
数

が
変

わ
り

ま
す

。
　

下
表

の
「

一
括

制
御

で
き

る
グ

ル
ー

プ
数

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

外
部

指
令

信
号

入
力

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

●
て

ん
ま

い
加

湿
器

　
W

M
-V

C
J2

2
0

0
A

　
複

数
グ

ル
ー

プ
を

外
部

指
令

信
号

入
力

（
遠

方
発

停
）

で
一

括
制

御
す

る
場

合
の

結
線

例

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

(グ
ル

ー
プ

1
)

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

(グ
ル

ー
プ

2
)

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

(グ
ル

ー
プ

3
)

グ
ル

ー
プ

１
グ

ル
ー

プ
２

グ
ル

ー
プ

３

必
ず

１
グ

ル
ー

プ
に

1
つ

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

が
必

要
で

す
。

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

無
し

で
の

運
転

は
で

き
ま

せ
ん

。
外

部
指

令
信

号
入

力
は

常
時

入
力

（
２

心
×

１
本

）
ま

た
は

瞬
時

入
力

（
３

心
×

１
本

）
、

無
電

圧
接

点
入

力
と

な
り

、
各

グ
ル

ー
プ

に
お

け
る

加
湿

器
本

体
①

の
み

の
結

線
と

な
り

ま
す

。
※

加
湿

器
本

体
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
の

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

で
常

時
入

力
ま

た
は

瞬
時

入
力

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
出

荷
時

は
常

時
入

力
の

設
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

加
湿

器
本

体
②

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

加
湿

器
本

体
⑩

V
C

J2
2

0
0

加
湿

器
本

体
⑩

V
C

J2
2

0
0

一
括
制
御
で
き
る
グ
ル
ー
プ
数

※
外

部
指

令
信

号
入

力
の

接
点

容
量

は
、

5
0

グ
ル

ー
プ

ま
で

の
接

続
の

場
合

1
Ａ

以
上

、
　

1
0

0
グ

ル
ー

プ
ま

で
接

続
の

場
合

1
.5

Ａ
以

上
、

2
0

0
グ

ル
ー

プ
ま

で
接

続
の

場
合

3
Ａ

以
上

と
し

て
く

だ
さ

い
。

外
部

指
令

信
号

線

総
配

線
長

配
線

径
0

.7
5

m
m

2
1

4
0

グ
ル

ー
プ

2
0

0
グ

ル
ー

プ

1
0

0
0

m

9
0

グ
ル

ー
プ

1
6

0
グ

ル
ー

プ

1
5

0
0

m

7
0

グ
ル

ー
プ

1
1

5
グ

ル
ー

プ

2
0

0
0

m

1
.2

5
m

m
2

代
表

例

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

※
V

C
J2

2
0

0
A

 は
1

グ
ル

ー
プ

に
1

台
の

み
使

用
可

能
で

す
。
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ド
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成

日
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2
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1
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4

更
新

日
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S
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正
回

数
0

葉
別

１
／

１
図

 番

V
C
J

W
M

-V
C

J2
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0
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A
（

ヒ
ュ

ー
ミ

付
リ

モ
コ

ン
付

属
）

結
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参
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図

(常
時

接
点

ま
た

は
瞬

時
接

点
)

※
外

部
指

令
信

号
線

の
配

線
径

と
総

配
線

長
か

ら
、

接
続

可
能

な
最

大
グ

ル
ー

プ
数

が
変

わ
り

ま
す

。
　

下
表

の
「

一
括

制
御

で
き

る
グ

ル
ー

プ
数

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

外
部

指
令

信
号

入
力

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

加
湿

器
本

体
①

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

●
て

ん
ま

い
加

湿
器

　
W

M
-V

C
J2

2
0

0
A

　
複

数
グ

ル
ー

プ
を

外
部

指
令

信
号

入
力

（
遠

方
発

停
）

で
一

括
制

御
す

る
場

合
の

結
線

例

W
M

-H
R

M
1

0
1

ヒ
ュ

ー
ミ

付
リ

モ
コ

ン
(グ

ル
ー

プ
1

)

W
M

-H
R

M
1

0
1

ヒ
ュ

ー
ミ

付
リ

モ
コ

ン
(グ

ル
ー

プ
2

)

W
M

-H
R

M
1

0
1

ヒ
ュ

ー
ミ

付
リ

モ
コ

ン
(グ

ル
ー

プ
3

)

グ
ル

ー
プ

１
グ

ル
ー

プ
２

グ
ル

ー
プ

３

必
ず

１
グ

ル
ー

プ
に

1
つ

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

が
必

要
で

す
。

リ
モ

コ
ン

ス
イ

ッ
チ

無
し

で
の

運
転

は
で

き
ま

せ
ん

。
外

部
指

令
信

号
入

力
は

常
時

入
力

（
２

心
×

１
本

）
ま

た
は

瞬
時

入
力

（
３

心
×

１
本

）
、

無
電

圧
接

点
入

力
と

な
り

、
各

グ
ル

ー
プ

に
お

け
る

加
湿

器
本

体
①

の
み

の
結

線
と

な
り

ま
す

。
※

加
湿

器
本

体
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ユ

ニ
ッ

ト
の

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

で
常

時
入

力
ま

た
は

瞬
時

入
力

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
出

荷
時

は
常

時
入

力
の

設
定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

加
湿

器
本

体
②

V
C

J2
2

0
0

Ａ
（

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

内
蔵

）

加
湿

器
本

体
⑩

V
C

J2
2

0
0

加
湿

器
本

体
⑩

V
C

J2
2

0
0

一
括
制
御
で
き
る
グ
ル
ー
プ
数

※
外

部
指

令
信

号
入

力
の

接
点

容
量

は
、

5
0

グ
ル

ー
プ

ま
で

の
接

続
の

場
合

1
Ａ

以
上

、
　

1
0

0
グ

ル
ー

プ
ま

で
接

続
の

場
合

1
.5

Ａ
以

上
、

2
0

0
グ

ル
ー

プ
ま

で
接

続
の

場
合

3
Ａ

以
上

と
し

て
く

だ
さ

い
。

外
部

指
令

信
号

線

総
配

線
長

配
線

径
0

.7
5

m
m

2
1

4
0

グ
ル

ー
プ

2
0

0
グ

ル
ー

プ

1
0

0
0

m

9
0

グ
ル

ー
プ

1
6

0
グ

ル
ー

プ

1
5

0
0

m

7
0

グ
ル

ー
プ

1
1

5
グ

ル
ー

プ

2
0

0
0

m

1
.2

5
m

m
2

代
表

例

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

・
湿

度
を

検
知

す
る

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

は
、

加
湿

器
本

体
内

蔵
の

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

、
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
内

蔵
の

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

ど
ち

ら
か

を
選

択
し

て
制

御
し

ま
す

。
出

荷
時

設
定

は
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
内

蔵
の

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

で
す

。
設

定
変

更
す

る
場

合
は

リ
モ

コ
ン

操
作

に
よ

る
設

定
が

必
要

で
す

。

・
外

部
指

令
信

号
入

力
の

渡
り

線
は

不
要

で
す

・
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
渡

り
線

2
心

※
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
１

ヶ
で

１
グ

ル
ー

プ
最

大
1

0
台

ま
で

接
続

可
能

で
す

。
・

加
湿

器
本

体
①

と
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
と

の
接

続
の

み
で

グ
ル

ー
プ

の
同

時
制

御
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

・
湿

度
を

検
知

す
る

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

は
、

加
湿

器
本

体
内

蔵
の

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

、
リ

モ
コ

ン
ス

イ
ッ

チ
内

蔵
の

ヒ
ュ

ー
ミ

デ
ィ

ス
タ

ッ
ト

ど
ち

ら
か

を
選
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����7$+����ʢඪ४༷࢓ʣ

ࣜܕ・छػ ణ下ਁಁؾԽࣜ加湿器　 7$+

঎඼໊・ܕ൪ ʮてんまい加湿器ʯWM-VCJ2200

ඪ४加湿能力

ϑΝンڧɿ2.2�2.2LH�I（50�60H[）　ϑΝンऑɿ1.2�1.1LH�I（50�60H[）

ˎ上هは、ϑΝンڧɿؾۭࠐٵ৚݅ 23ˆ・40�RH、ϑΝンڧ時
ϑΝンऑɿؾۭࠐٵ৚݅ 23ˆ・40�RH、ϑΝンऑ時の஋です。

ඪ४加湿能力はؾۭࠐٵ৚݅により変Խしますので、ؾۭࠐٵ৚݅がҟなる場合は༷࢓ॻの加湿能力線ਤで
֬͝ೝください。

定֨෩量 ϑΝンڧɿ570�570m3�I（50�60H[）　　ϑΝンऑɿ300�280m3�I（50�60H[）

運転Ի ϑΝンڧɿ40�40E#（A）（50�60 H[）　　ϑΝンऑɿ23�21E#（A）（50�60H[）

෩量੾ସ リモコンスイッチڧ・ऑೋஈ੾ସ

定֨電ݯ AC100V  50�60H[

定֨ফඅ電力 83�97W（ϑΝンڧ、υϨンഉਫ用ϙンプ作ಈ時、50�60H[）

運転時࣭量 29LH

Խহグリル৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 6.5:9.5�0.5）

リモコンスイッチέース৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 5:9�0.5）

υϨンഉਫ用ϙンプ能力 最大 0.9Ὑ �mJO（最大༲ఔ 800mm、ఱҪ໘から 1
200mm の時）

電圧ڐ容ൣғ ʶ 10ˋ以内

使用৚݅

本体पғԹ湿度 5 ʙ 40ˆ（ౚ結しない͜と）　80ˋ RH 以下

Թ度ؾۭࠐٵ 5 ʙ 40ˆ（ఱҪ内本体पғԹ度とのࠩ 10ˆ以内の͜と）

४に४ずるҿྉਫجਫਫ࣭ ਫಓ๏ਫ࣭څ

ਫ圧力、Թ度څ 0.05 ʙ 0.5M1B、5 ʙ 30ˆ

ਫํࣜڅ
ਫํࣜ（544څܽؒ 制御 � ਫ量څ 0.094Ὑ �mJO ʶ 20ˋ）
ˎ運転։࢝時は加湿モδュールの湿५・ચいྲྀしのたΊにϑΝンをఀࢭしたঢ়ଶで 10 ෼ؒ࿈続څਫをߦい、

ͦのڅܽؒޙਫとなりϑΝンを運転させ加湿をߦいます。

瞬ؒ最大ഉਫ量 ໿ 0.9Ὑ �mJO（υϨンഉਫ用ϙンプ࢝ಈ時の瞬ؒྲྀ量）

҆શอػޢ能

1）υϨンύンߴਫҐ検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
2）࿙ਫ検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
ࢭਫ電࣓หリーΫ検知（運転ఀڅ（3 � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
4）υϨンഉਫ用ϙンプഉਫҟ常検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
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����7$+����"ʢώϡーϛσΟελοτ಺ଂ༷࢓ʣ
ࣜܕ・छػ ణ下ਁಁؾԽࣜ加湿器　 7$+

঎඼໊・ܕ൪ ʮてんまい加湿器ʯ WM-VCJ2200A

ඪ४加湿能力

ϑΝンڧɿ2.2�2.2LH�I（50�60H[）　ϑΝンऑɿ1.2�1.1LH�I（50�60H[）

ˎ上هは、ϑΝンڧɿؾۭࠐٵ৚݅ 23ˆ・40�RH、ϑΝンڧ時
ϑΝンऑɿؾۭࠐٵ৚݅ 23ˆ・40�RH、ϑΝンऑ時の஋です。

ඪ४加湿能力はؾۭࠐٵ৚݅により変Խしますので、ؾۭࠐٵ৚݅がҟなる場合は༷࢓ॻの加湿能力線ਤで
֬͝ೝください。

定֨෩量 ϑΝンڧɿ570�570m3�I（50�60H[）　　ϑΝンऑɿ300�280m3�I（50�60H[）

運転Ի ϑΝンڧɿ40�40E#（A）（50�60 H[）　　ϑΝンऑɿ23�21E#（A）（50�60H[）

෩量੾ସ リモコンスイッチڧ・ऑೋஈ੾ସ

定֨電ݯ AC100V  50�60H[

定֨ফඅ電力 83�97W（ϑΝンڧ、υϨンഉਫ用ϙンプ作ಈ時、50�60H[）

運転時࣭量 29LH

Խহグリル৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 6.5:9.5�0.5）

リモコンスイッチέース৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 5:9�0.5）

υϨンഉਫ用ϙンプ能力 最大 0.9Ὑ �mJO（最大༲ఔ 800mm、ఱҪ໘から 1
200mm の時）

電圧ڐ容ൣғ ʶ 10ˋ以内

使用৚݅

本体पғԹ湿度 5 ʙ 40ˆ（ౚ結しない͜と）　80ˋ RH 以下

Թ度ؾۭࠐٵ 5 ʙ 40ˆ（ఱҪ内本体पғԹ度とのࠩ 10ˆ以内の͜と）

४に४ずるҿྉਫجਫਫ࣭ ਫಓ๏ਫ࣭څ

ਫ圧力、Թ度څ 0.05 ʙ 0.5M1B、5 ʙ 30ˆ

ਫํࣜڅ
ਫํࣜ（544څܽؒ 制御 � ਫ量څ 0.094Ὑ �mJO ʶ 20ˋ）
ˎ運転։࢝時は加湿モδュールの湿५・ચいྲྀしのたΊにϑΝンをఀࢭしたঢ়ଶで 10 ෼ؒ࿈続څਫをߦい、

ͦのڅܽؒޙਫとなりϑΝンを運転させ加湿をߦいます。

瞬ؒ最大ഉਫ量 ໿ 0.9Ὑ �mJO（υϨンഉਫ用ϙンプ࢝ಈ時の瞬ؒྲྀ量）

湿度設定ൣғ
35 ʙ 70ˋ RH
ˎ出荷時のヒューミディスタット設定湿度は 40ˋ RH です。設定湿度は、加湿器本体内ヒューミディスタッ

トユニットのディップスイッチの੾りସ͑により 5ˋ୯Ґで変更が可能です。

湿度設定ヒスςリγス ʵ 5ˋ RH

҆શอػޢ能

1）υϨンύンߴਫҐ検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
2）࿙ਫ検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
ࢭਫ電࣓หリーΫ検知（運転ఀڅ（3 � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
4）υϨンഉਫ用ϙンプഉਫҟ常検知（運転ఀࢭ � （ใ表ࣔ౮点౮ܯ
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����ώϡーϛ෇ϦϞίϯ
൪ܕ・ࣜܕ・छػ ヒューミ付リモコン　WM-)3M�0�

本体पғԹ湿度
5 ʙ 40ˆ（ౚ結しない͜と）　　30 ʙ 90ˋ RH 以下（結࿐しない͜と）
ˎ౰リモコンスイッチはࣨ内ઐ用です。ࣨ内に設ஔする場合において΋、౬ؾ、ਫしͿき、༉などのかからな

い場ॴ΁設ஔしてください。

湿度設定ൣғ
35 ʙ 70ˋ RH
ˎ出荷時のヒューミディスタット設定湿度は 40ˋ RH です。設定湿度はリモコンスイッチ操作により 5ˋ୯

Ґで変更が可能です。

湿度設定ヒスςリγス ʵ 5ˋ RH

リモコンέース৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 5:9�0.5）

ΞυϨス設定
加湿器本体とリモコンスイッチの接続時にΞυϨス設定が必要となります。
ˎリモコンスイッチのΦートΞυϨスػ能により౰֘リモコンに接続さΕている本体接続台数をೝࣝ、設定し

ます（リモコンスイッチ操作と表ࣔ౮の点໓ճ数で接続台数が֬ೝできます）。
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5710-013407

本ࣾӦۀ本部 １˟̒ １-̔ ３̑１ ౦ژ౎৽॓۠தམ合 3-15-15 ̢̬本ࣾϏル 5&-.̌ ３-３̕ ̑̐ -１１̌ １

˔Ճ࣪ثͷϝϯςφϯεɺϦχϡーΞルʹؔ͢Δ͓໰͍߹Θͤ͸ɺد࠷Γͷ֤ڌ఺΁͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

อक・αーϏスӦۀ本部 １˟̒ １-̔ ３̑１ ౦ژ౎৽॓۠தམ合 3-15-15 ΧスタϚーηンター 5&-.̌ ３-３̕ ̑̐ -１１１̌

大 ࡕ  ࢧ   ళ ˟̑ ̐̌ -̌ ２̌̐  大ࢢࡕதԝ۠ೆ৽ொ１-１-２タイϜスϏル 5&-.̌ -̒̐ ̓̕ -̌̒ ̒̌ ̒

̐˟ ॴۀ԰Ӧݹ໊ ̒̐ -̌ 858 ໊ ઍछ۠ઍछࢢ԰ݹ 1-15-1 ルミφスηンターϏル 5&-.̌ ２̑-̓ ̐̑ -３２̓ ̓

ઋ 台 Ӧ ۀ ॴ ˟̕ １̔-３１３3 ઋ台ࢢઘ۠ઘதԝ 3-27-7 5&-.̌ ２２-̓ ２̓-̔ １２１

෱ Ԭ Ӧ ۀ ॴ ˟̔ １２-̌ ̌̌  ̐෱Ԭࢢതଟ۠ӿా 2-1-10 5&-.̌ ２̕-̐ １̓-̌ ３̓ １

用各छ加湿器ۀ࢈・຿用ۀ˔　

　˔ྲྀ量؅ཧγスςϜػ器／ΤΞロ̦γスςϜ・ΧϥϜΞイ

IUUQT���XXX�XFUNBTUFS�DP�KQ
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